
７，１１，１３の倍数の見分け方　　　――文字式の応用――

■桁数を下げていく方法

　正の整数がの倍数かどうかを見分けるために，同じ倍数をもつより桁数の小さな数を順次

計算していく。とし，をのの位の数とすると

　　　　　

と変形できる。がの倍数となるように，整数を適当にとるととは互いに素

はの倍数　　はの倍数

がの倍数のとき

が成り立つ。

　　

　　　

　　　

　




例１　７の倍数の見分け方

　　　　　

　より　

　　　はの倍数　　はの倍数

　この関係を用いて，右のように繰り返し縦書きで計算して，

　がの倍数であることがわかる。

例２　１１，１３の倍数の見分け方
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　　　　　　　　　　　　　　　

　　はの倍数　　はの倍数　　　はの倍数　　はの倍数

　　

　　　　はの倍数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はの倍数

　その他には

　　　　　，　

　より　　

　　　　　はの倍数　　はの倍数

　　　　　はの倍数　　はの倍数

　なども考えられる。

■１００１７１１１３を利用する方法

　桁以上の正の整数は，桁以下の整数に直して，，の倍数かどうかを見分けるこ

とができる。とし，をの下桁の整数部分とすると

　　　　　

であるから，以下が成り立つ。１と組み合せて用いると効率が良い。

はの倍数　　 はの倍数

　で割った余りまで正しく出そうとすると，計算は面倒になる。

　　　　　

をで割った余り　　またはをで割った余り

ただし，たとえばをで割った余りは，ではなく　　のように，正の数

とする。
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を加える

例３　左の計算倍数の見分けのみ

　　　　　

　　　は，の倍数だから

　　　も，の倍数

例４　右の計算余りまで求める

　　　　　

　　　だからを，，で割った

　　　余りは，，


